
諫早市社会福祉協議会だより

かんしゃかんしゃかんしゃかんしゃ

　平年より早かった梅雨入りの影響で、今年は長い梅雨となりそうです。
　梅雨期は、大雨による災害の発生しやすい時期。あの日、あの時の不安な気持ちを忘れないうちに。
もしもの時に備えて、災害時に何をすべきか、考えてみませんか。
　特に高齢者や体の不自由な方などの避難は、どうしても周囲の方の支援が必要となります。困って
いる人の手伝いができるように。日頃から顔の見える関係づくりが、災害時の助け合いへとつながり
ます。
　現在、市内では２，９１２名の方が、諫早市要援護者台帳に登録しています。登録者へは、災害時
や緊急時に備えて、日頃から見守り活動も可能となります。
　ふだんの暮らしの中で結びつきを強めることが、地域の力を高め、「安心して暮らせるまち」へと
つながります。

お互い助け合う「感謝」の気持ちと「諫早市社会福祉協議会」の意味を
込めて名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。
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この広報紙は、皆さまから寄せられた会費、共同募金・寄付金などで作成しています
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もしもの時　頼りになるのは　地域のチカラ

　災害は、いつ・どんな状況で起こるかわかり
ません。もしもの時に頼りになるのは、地域と
のつながり。日頃からのあいさつや、会話で交
流を深めることも大切なことの一つです。
　顔見知りの関係が、災害時の声かけとなり、
避難行動に結びつきやすくなります。

遠くの親戚より近くの他人遠くの親戚より近くの他人
　一人ひとりにできることは、限りがありますが、
力を合わせると大きな力に変わります。
　住民同士がつながれば、災害への新たな対応
が生まれ、「災害に強いまち」へとつながります。
　助けたり、助けられたり。共に助け合う、互
いに助け合う、その気持ちが地域の底力となり
ます。

心ひとつに心ひとつに
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自分や家族の命を守るために

　避難を促す情報がシンプルになりました。
　災害の恐れがある警戒レベル３は「高齢者等
避難」に。「避難指示」が出たら、危険な場所に
いる人は直ちに避
難をするようにな
りました。

かんしゃ7月号（2021年）

避難勧告から避難指示へ一本化！避難勧告から避難指示へ一本化！
　例えば、身の回りの地図を使って、発生する
災害をイメージしながら「災害図上訓練」も効
果的です。避難経路や避難場所はもとより、高
齢者や体の不自由な人など見守りが必要な人の
確認も忘れずに。地図
は、そのままハザード
マップとなる優れもの
です。

災害図上訓練でリスクを見える化！災害図上訓練でリスクを見える化！

要援護者台帳登録制度　ご存じですか

　生活の基盤が自宅にある人のうち、次のいず
れかの要件に該当する人で、災害時に災害情報
の入手、避難の判断又は避難行動を自ら行うこ
とが困難で、第三者の支援が必要な人をいいま
す。

要援護者とは要援護者とは
　要援護者が、緊急時や災害時、必要な支援が
受けられるように、申請によって、個人情報を
登録する制度です。
　台帳には、要援護者の住所、氏名、生年月日、
連絡先、家族構成、そのほか支援に必要な情報
が記載され、その情報は、市の関係部署や消防
署、地域の民生委員・児童委員や自治会などに
伝えられ、日頃の見守りや災害時の支援体制を
整えるために活用されています。
　災害等に備えて、高齢者や体の不自由な人の
情報を地域と共有することで、市民一人ひとり
にあった災害時の避難ルートや避難場所、手助
けする支援者などを事前に決めておき、いざと
いう時にスムーズに避難
できる仕組みづくりです。

・ひとり暮らしの高齢者
・高齢者のみの世帯の高齢者
・昼間高齢者のみの世帯の高齢者
・身体に障害のある人
　　　　 （身体障害者手帳1．2．3級）
・知的障害のある人（療育手帳A1．A2）
・精神障害のある人
　　 （精神障害者保健福祉手帳1．2級）
・介護保険の要支援及び要介護認定者
・その他、第三者の支援を必要とする人

（出典：諫早市）
登録を希望される方は、お近くの民生委員・児童委員
または市役所福祉総務課、障害福祉課、高齢介護課へ
ご相談ください。

要援護者登録制度要援護者登録制度
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会　長

人　口

辻　良彦
8,879 人
（令和３年４月１日現在）

西小校区社会福祉協議会って
どんなことしているの？

支え合いのネットワークづくりに努
め、地域住民の交流を深めています。
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●ふれあいいきいきサロン（８箇所）
●ひとり暮らし高齢者の集い
●ふれあい食事サービス
●地区懇談会（年４回）
●世代間交流（年２回）
●福祉協力員設置
●広報紙発行



諫
早
市
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

かんしゃ７月号（2021年）

か
ん
し
ゃ

か
ん
し
ゃ

か
ん
し
ゃ

か
ん
し
ゃ

4

印
刷
：
合
資
会
社
真
光
社
印
刷 諫早市社会福祉協議会だより「かんしゃ」では、広報誌に関するご意見、地域で行われる福祉活動や行事の情報を皆様から募集しています。

編集
発行

社会福祉法人 諫早市社会福祉協議会
〒854-0045　諫早市新道町948番地
TEL 0957-24-5100　FAX 0957-24-5101
ホームページ　http://isahaya-shakyo.jp
　　　　　　　（諫早市社会福祉協議会で検索ください）

～自分のために　みんなのために～
新型コロナウイルス感染予防の取り組み

マスクを着用
しましょう

うがいや
手洗いを
念入りにしましょう

７月のふれあい福祉相談
　日常生活における様々
な心配ごと・悩みごとな
ど、何でもおたずねくだ
さい。
　財産、権利擁護など、
法律上の悩みごとなどを
おたずねください。

無
料
専
門
相
談

開 設 日
開設時間

場　　所

7月30日(金)　弁護士

午後１時 30分～４時
諫早市社会福祉協議会
電話　24－5100

※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。

社会福祉法人 つかさ会特特特 会員紹介別別会員紹介諫早市社会福祉協議会 特別会員紹介諫早市社会福祉協議会 特別会員紹介
障害があってもなくても、働くことを通じ社会に参加する。そのような当たり前の生活を安心して
続けていけるよう支援をしている「社会福祉法人 つかさ会」（理事長　志賀　正幸）を紹介します。

夢や願いを実現に

社会人としての自覚

「働くことは障害があってもなくても等しく与
えられた権利」。つかさ会は、働くことを希望し
てもなかなか叶えられない障害のある方の夢や願
いを一つでも多く実現するために平成３年に設
立。法人内で最初に設立された事業所が、目代町
にある就労継続支援Ｂ型事業所「諫早ワークス」
です。働く場であることを意識し、事業所名には
「ワーク（働く）」が取り入れてあります。ここでは、
一人ひとりの個性に応じた作業と環境づくりの
中、皆さんが真剣に仕事に取り組み充実した日々
を送っています。

諫早ワークスでは、諫早市の指定ゴミ袋の製造、
工業用ウエス加工などの作業を行っています。初
めて通所する利用者の中には、作業の雰囲気に戸
惑い落ち着かない方も。それでも、職場でのルー
ルやマナーを根気よく丁寧に教え、一人ひとりに
合った作業や作業環境を工夫し、そして、周囲の
先輩利用者が真剣に作業に取り組む様子に触れる
うち、だんだんと集中し作業に向きあっていける
ようになるそうです。「一人ひとりが社会人とし
ての自覚を持ち仕事をすることが大事。そんな職
場づくりが実績
にもつながって
いくんですよ」
と理事長は話し
ます。

信頼から実績と自信に

共に生きるために

利用者から生み出される商品は、多方面から間
違いがないとのお墨付きがもらえるまでになりま
した。このような仕事に対する信頼は、業績にも
つながり、今では諫早ワークスへの仕事の依頼は
途切れません。利用者からは「自分が作った物が、
商品として売られていることが嬉しい。これから
も頑張って続け
ていきたい」と
働くことへの意
欲にもつながっ
ています。

障害のある方が社会で働くためには「集団の中
でのコミュニケーション能力を身に着けることも
必要」と理事長。放課後等デイサービスでは、子
ども達に大勢の前で自分の意見を発表するスピー
チ大会を開催するなど、コミュニケーション能力
を高める取り組みもしています。
「障害があってもなくても、同じ地域社会で共
に生きる。諫早がそんな地域になるよう、一人ひ
とりの個性応じた支援をこれからも続けていきた
い」と熱く語られています。

社会福祉法人つかさ会
諫早ワークス
諫早市目代町1816番地1
TEL 24-6145

follow
me
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